	基本操作－５４
	ジェット燃料油の外観試験方法

（出荷検査）
	作    成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	  詳細はＪＩＳ 2276(外観試験方法)による。

(1)錆・ほこり等があればウエスで拭き取る。

(3)試料容器は常に清浄にして乾燥したものを使用。但し、連続的に検査を行う場合は試料容器が清浄であれば乾燥していなくてもよい。

  汚損された試料容器は中性洗剤、水道水、蒸留水の順序で洗浄したのち十分乾燥する。

(5)(6)(7)

  夜間はわずかな異常を見逃す恐れがある。そのため十分明るい所で光線の具合を変えたり試料にうずを作るように容器を回したりして観察する。


透明で単一の油層か





試料容器に試料を採取する。（約９００ｍｌ）





試料容器 （ １Lの透明ガラス容器) を実試料で共洗いする





実試料を採取前に配管内をパージする





サンプリングバルブ箇所ノズル等に錆やほこりがないことを確認する
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臭いは


ジェット燃料油固有の


ものか
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沈澱物・浮遊物はないか





水滴或は曇りはないか
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